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巻頭言

　「ローマは一日にして成らず」と言

う諺がある。平成１６年４月に蔵本地

区の医学・歯学・薬学・栄養学の４研

究科を統合したヘルスバイオサイエ

ンス（HBS）研究部がスタートして、

１年余りが経過した。HBS研究部

は、日本に一つしかない総合医療系

の統合大学院と言える。医学・医療を

軸とした個性輝く教育・研究拠点が形

成されていくには専門療育の壁を越

えてこれからのたゆまぬ努力の積み

重ねが必要と思われる。

　最近、外部評価の結果が大きなイ

ンパクトを持って紹介されている。

国立大学協会資料（２００５年３月）によ

ると、日本の大学・研究機関（全分野）

の中で、徳島大学は第２３位とベスト

３０に入っている。２００６大学ランキン

グ（ISI・論文引用度指数）によると、

生物学、生化学に限定した場合、徳島

大学は第１１位と健闘している。科学

論文抄録誌でも、教員１人あたりの

論文数も総合大学の中で第１１位と

なっている。徳島大学はこの数年、

大型のプロジェクト採択（COE、知的

クラスターなど）、公的助成金の獲得

などにおいて高い評価を受けている。

その原動力として、HBS研究部の貢

献は非常に大きいことは言うまでも

ない。今後とも学長のリーダーシッ

プのもと、HBS研究部の各教員が大

同小異の立場で学際的な教育・研究の

ための連帯と連携を意識して展開し

ていくべきだと敢えて指摘しておき

たい。

　医療の高度化、複雑化が進む中で、

医療の根幹をなす医・歯・薬・栄養の

発展には学問レベルだけでなく、医

療の実践においてもチームワークが

求められている。この数年で蔵本地

区の組織形態も大きく変化したし、

これからも保健科学教育部修士課程、

薬剤師教育の６年制がそれぞれ平成

１８年度からスタートする予定である。

「改革なくして存続なし」の時代到来

とも言える。大学院教育・研究拠点の

強化を狙った国からの助成金事業が

今後も数多く計画されており、競争

の中で積極的に取り組み、獲得して

いく努力が求められる。

　生命科学を基盤とした研究は、基

礎研究によるシーズ探索から臨床へ

の橋渡しとなるトランスレーショナ

ルリサーチ（TR）の展開が知財創生

という観点から国際的に一つの戦略

として重点化されており、多額の予

算が投入されている。この数年、蔵

本地区の施設に関する再開発計画が

大きく進展しているが、近い将来、少

子高齢化が到来することを考慮する

と、TR推進のための臨床研究、教育

活動を効率的かつ計画的に実践する

場として、附属病院施設をコアとし

た総合的な施設の再編成計画を蔵本

地区で積極的に進めていくことが必

須であり、HBS研究部にとっても緊

要の課題であることを強調したい。

関係各位の今後ますますのご活躍と

ご協力をお願いしたい。

 ローマは一日にして成らず

　　　研究部長　曽根　三郎　
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　僕が今の教室に赴任してか
らちょうど一週間ぐらいたっ
たときにストックホルムで開

催された国際免疫学会に参加しつつ、これからどのような
研究をいくつ展開できるだろうかと考えを巡らせていた。
いろいろな演題を聞いているうちに、制御性Tリンパ球が
持つ生理的意義の重要さをあらためて認識するとともに、
感染微生物側からはこの細胞が持つ免疫抑制作用を利用し
て免疫系からの攻撃を回避している可能性があるかもしれ
ないと考えるようになった。早速、一緒に参加していた久
枝君（当時教室の助教授で、この論文の筆頭著者）にちょっ
とやってみないかと、ストックホルムのタイ料理屋さんで
トムヤンクンをすすりながら話したのを覚えている。帰国
後すぐに実験を行い、そう簡単ではないだろうと思ってい
た予想に反して、マラリア原虫が宿主の制御性Tリンパ球
を活性化して免疫系からの攻撃を回避している傍証を見い
だすことができた。それからこの分量では書ききれない紆
余曲折はあったものの、久枝君のがんばりで、一年半ぐら
いで説得力のあるデータが出そろった。迷いなくNature 

Medicineに論文を投稿したが、残念ながらeditorから
「Rejectだけれども、コメントにすべて答えることができ
るなら再投稿してもかまわない」というメールが返ってき
た。こういう場合にはたいてい再チャレンジしてもだめな
ことが多い。でもその時は、再投稿をあきらめる選択肢は
頭に浮かばなかった。結果の持つ重要性から、reviewerを
説得できる自信があったからだと思う。その後、久枝君が
追加実験を重ね、僕が論文校正を行い、データの解釈、
データを出す順序、タイトル、など何回もreviewerおよび
editorとの細かいやりとりの後、論文は短くなったが掲載
の承諾を得ることにこぎつけた。
　Impact　factorの高い雑誌に論文が掲載されること、自
分達の仕事が多くの研究者に引用されることは光栄なこと
である。しかし、最も大事なことは、重要なquestionを見出
し、正確な結論を導くことに精力を傾けつづける姿勢であ
るはず、と信じている。その過程で引用件数の高い論文を発
表し、かつ医学の進歩に貢献できる仕事ができれば言うこ
とはない。 

　　今回の企画にあたって 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 研究部広報委員　武田　憲昭　

　特集　・　Citationからみたヘルスバイオサイエンス研究部の実力

　トムソン・サイエンティフィック社の引用動向データーベース
であるEssential Science Indicators（ESI）のトライアル版が徳島
大学図書館に３月末まで提供されていたことから、トムソン・サイ
エンティフィック社のご好意により、徳島大学から生産された被
引用回数の多い論文を調査することができました。実際にはESI
がカバーする２２分野のうち、徳島大学が被引用回数でトップ１%
に入っている５分野、Biology & Biochemistry、Chemistry、Clinical 
Medicine、Engineering、Materials Scienceで検索しました。ESIで
は各分野で被引用回数がトップ１%の論文がデーターベース化さ
れていることから、この５分野において機関名をUniv Tokushima
として検索し、ヘルスバイオサイネンス研究部に属する研究者が
著者であるtop paperをまず抽出しました。次にこのtop paperの
なかで、ヘルスバイオサイネンス研究部が中心となって研究した
論文から、広報委員会が代表論文を選択しました。研究部だより
第３号では、以下の５つの代表論文につき、著者の各先生に研究
の紹介と論文作成の苦労話などを掲載します。
〈Top Papers for University of Tokushima in Clinical Medicineより〉
１. Hisaeda H, Maekawa Y, Iwakawa D, Okada H, Himeno K, 
Kishihara K, Tsukumo S, Yasutomo K: Escape of malaria 
parasites from host immunity requires CD４＋CD２５＋ 
regulatory T cells. Nature Med １０: ２９－３０, ２００４.

（生体制御医学分野　安友康二教授）
２. Takahashi M, Rhodes DR, Furge KA, Kanayama H, Kagawa S, 
Haab BB, Teh BT: Gene expression profiling of clear cell renal 
cell carcinoma: Gene identification and prognostic classification. 
Proc Nat Acad Sci USA ９８: ９７５４-９７５９, ２００１.

（泌尿器化学分野　金山博臣教授）
３. Haneji N, Nakamura T, Takio K, Yanagi K, Higashiyama H, 
Saito I, Noji S, Sugino H, Hayashi Y: Identification of α-Fodrin 
as a Candidate Autoantigen in Primary Sjo‥gren's Syndrome. 
Science ２７６: ６０４-６０７, １９９７.（口腔分子病態学分野　林　良夫教授）

〈Top Papers for University of Tokushima in Engineeringより〉
４. Yamauchi T: Molecular constituents and phosphorylation-
dependent regulation of the post-synaptic density. Mass 
Spectrom Rev ２１: ２６６-２８６, ２００２.
 　　　　　　　　　　　　　 （分子生物薬学分野　山内　卓教授）
〈Top Papers for University of Tokushima in Biology & Biochemistryより〉
５. Segawa H, Fukasawa Y, Miyamoto K, Takeda E, Endo H, Kanai 
Y: Identification and Functional Characterization of a NA＋-
Independent Neutral Amino Acid Transporter with Broad 
Substrate Selectivity. J Biol Chem ２７４: １９７４５-１９７５１, １９９９.
 　　　　　　　　　　　　　　 （分子栄養学分野　宮本賢一教授）
　論文の質の評価にはImpact Factorがよく知られていますが、IF
は正確には雑誌の評価指標です。最近では、もう１つの論文の質
の評価として、引用（citation）動態が用いられるようになってき
ました。ある論文が数多く引用されることは、その論文が他の研
究者に注目され、評価されていることを意味しています。論文の
引用は掲載された次とその次の年に多いのが普通ですが、質の高
い論文は長期にわたり引用されています。今回の調査の対象期間
は１９９４年 １月より２００４年１２月の１１年間です。
　Essential Science Indicatorsの詳細につきましては、以下のサイ
トを参照して下さい。なお、今回の調査には、５分野以外の分野
に属する論文は対象となっていません。
http://www.thomsonscientific.jp/news/press/esi２００５/index.shtml
　研究者個人の論文の被引用回数などが検索できるトムソン・サ
イエンティフィック社のWeb of Scienceが、徳島大学図書館に１０
月に導入予定です。自分の論文が、誰に何回引用されているか、
調べることができます。私の経験では、論文の被引用回数はIFと
相関がありますが、低いIFの雑誌に載せた論文でも意外によく引
用されている論文もあり、勉強になりました。皆さんも調べてみて
は、いかがでしょうか。

　免疫抑制の良し悪しについての考え方

生体制御医学分野　教授　安友　康二　　
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　本研究は、当教室の高橋正

幸講師（当時は助手）が、以

前より共同研究を行っていたDr Bin Tean Tehと米国の

Van Andel Research Instituteにおいて共同研究したもの

です。２０００年当時、microarrayを用いた網羅的遺伝子解析

は、まだ普及しておらず、始まったばかりといった感があ

りました。Van Andel Research Instituteはその２０００年頃

に新しく設立された研究所で、Dr. Tehもスウェーデンの

カロリンスカ研究所から移ったばかりで、まだすべてのこ

とが立ち上げの段階でした。この研究所で、Stanford大学

に準じたhome－madeのspot microarrayの作成を開始し

ました。当時４０，０００種類のcDNAが利用可能でしたが、そ

のうち２０，０００以上のcDNAは、PCRから様々な段階を経

て、１枚のスライドガラスにspotできるまで、数人ですべ

て手作業で行い、数ヶ月を要しました。その後、mRNAを

用いてhybridizationを行う際に、まだprotocolが十分確立

されておらず、それを確立するのにもかなりの時間を要し

ました。Protocolが確立した後、徳島大学病院において診

断治療した様々な病期や予後を持つ腎細胞癌症例より摘出

した組織からmRNAを抽出して、腎細胞癌の網羅的遺伝子

解析を行いました。得られるデータも膨大で、それらを統

計学的に処理することも非常に複雑なものでした。幸い

bioinformaticsの専門家がいたおかげで、十分な解析がで

きました。結果は、非常に興味深いもので、腎細胞癌に共

通して高発現あるいは低発現をしている遺伝子の抽出に始

まり、臨床的因子を全く加えずに、遺伝子の発現パターン

の類似性のみで腎細胞癌の患者群を分類すると大きく２群

に分かれ、それが非常に予後と相関していることがわかり

ました。そこで、予後の異なる腎細胞癌で発現の異なる遺

伝子群を抽出することができ、腎細胞癌を分子生物学的に

理解するうえで非常に有用な情報が得られました。これら

のアプローチは、それまでのものと大きく異なり、非常に

画期的なものであり注目されました。その後、本研究をさ

らに発展させ、すでに発表されたものや発表予定のものも

含めて多くの研究成果を得、現在も共同研究を継続中です。 

　原因不明の自己免疫疾患

シェーグレン症候群の病因解

析に取り組んではや４半世紀

が過ぎようとしている。今からおよそ２０年前に或るマウス

系統に遭遇し、疾患モデルを開発し、そのマウスを用いて

自己抗原α－フオドリンを発見したことが、幸いなこと

に、１９９７年のサイエンス誌上に掲載された。その間の事情

について触れて欲しいとの依頼である。まず背景につい

て。原因不明の疾患にはモデル動物の作製が不可欠とされ

ており、シェーグレン症候群の疾患モデルの作製に約１０年

を費やした。そのきっかけは病理学会でおつきあいのあっ

た愛知がんセンター病理の児島昭徳博士から「舌下腺に分

化異常を示す面白いマウスを見つけた、アンタは歯学部畑

で唾液腺と縁があるから自由に使って欲しい」とNFS／sld

ミュータントマウスを譲り受けたことに始まる。老人研に

在籍していた時代にミュータントの樹立を二人で発表し

た。１９８９年に徳島大学へ赴任した後、このマウスに生後３

日目の胸腺摘出を施すことによって疾患モデルとして確立

することが出来た。胸腺摘出による自己免疫の誘導は児島

先生の恩師である故・西塚泰章愛知がんセンター所長（故・

西塚泰美先生の実兄）が１９７０年代に確立されていた実験系

である。児島・西塚両先生とも京大病理出身でたいへん恩

義を感じている。モデルマウス血清中には唾液腺上皮に特

異的に反応する自己抗体の出現が高頻度に認められ、対応

する臓器側の未知の自己抗原を見つけ出す作業に取りか

かった。精製された自己抗原のアミノ酸解析からヒトα－

フォドリンと一致していること、生体内での種々の機能解

析、及びシェーグレン患者血清で高率に精製抗原と反応す

ることを確認し投稿に漕ぎつけた。５年近くを費やした自

己抗原の精製は当時の大学院生・羽地則雄君を酵素セン

ター杉野教室へ派遣し、中村隆範助手（現・香川大学医学

部教授）の献身的な協力のもとで実施された。中村先生に

は当方が依頼した精製に我が事の如く情熱を傾けて取り組

んで戴いた。しかし、筆頭著者・羽地則雄君は脳腫瘍で留

学先のサンディエゴで倒れ、３年半の闘病ののち３７歳の若

さで不帰の人となった。幾つもの幸運に加え、貴重な人々

との出会いと別れが刻まれている。 

　共同研究によるcDNA microarrayの確立および
　　　　腎細胞癌臨床検体への応用とさらなる発展

泌尿器科学分野　教授　金山　博臣　　

　発見にいたる経緯：思い出すこと

口腔分子病態学分野　教授　林　　良夫　　



Ｈ
Ｂ
Ｓ
研
究
部
だ
よ
り 
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
3         
２
０
０
５
・
９
・
１

P.4

・記憶・学習とシナプス後肥

厚

　神経インパルスはシナプス

を介して伝達される。シナプス後細胞には電子顕微鏡的に

特異的な構造体として観察されるシナプス後肥厚（post－

synaptic density、 PSD）が存在する。PSDには種々の受容

体やイオンチャンネルタンパク質が含まれ、シナプス伝達

とシナプス可塑性・記憶・学習の中心部位として働いてい

る。本レビューは、PSD　の構成成分とそのリン酸化によ

るシナプス機能とシグナル伝達調節に関する研究をまとめ

たものである。

・分子生物薬学分野の研究

　記憶分子であるカムキナーゼIIはPSDの主要構成成分の

１つであり、多くのPSDタンパク質をリン酸化し機能調節

している。私達は、記憶・学習の分子的過程を明らかにす

る目的で、長年PSDにおけるカムキナーゼIIの役割を中心

に解析し、PSDにおけるカムキナーゼIIのほとんどの基質

タンパク質をプロテオミクス手法により同定した。その結

果を、Biochem．Biophys．Res．Commun．に発表したと

ころ、本レビュー誌のエディターに注目され、執筆の依頼

を受けた。

・脳研究の動向

　世界の多くの研究者は、記憶・学習など脳の高次機能を

分子レベルで明らかにするためにPSDの機能を解明するこ

とが必須であると考ており、この分野の研究面での競争は

厳しく、多くの研究論文やレビューが発表されている。

PSDの構成成分やリン酸化タンパク質による調節の解析で

は、私達の研究が進んでいる。

・研究の独創性・継続性

　最近は、高額の研究費を取得しインパクトファクターの

高いジャーナルに掲載される研究のみが重要であると考え

る風潮がある中で、これらと関係なく私達の基礎研究が評

価されたことは嬉しいことである。自分が興味を持ち重要

と信じるテーマについて研究を継続することが、良い結果

をもたらすものと思う。また、レビューは同じようなテー

マが同じような時期に発表されることが多いので、国際誌

にレビューを書く時は、新しい観点から研究をまとめると

良いと思う。 

　本論文はアミノ酸輸送体に

関する研究である。話は４５年

前に遡る。１９６０年、私の恩師

である故萩平　博先生（元病態栄養学講座）は、ハーバー

ド大学医学部生理学教室のWilson教授のもとに留学し、腸

管におけるアミノ酸輸送系が中性、塩基性および酸性とい

うアミノ酸の電荷により分類されることを見出していた。

帰国後（昭和４２年）、徳島大学医学部栄養学科病態栄養学講

座の初代教授として赴任し、腸管のアミノ酸やペプチド輸

送を教室のメインテーマとして研究を推進した。１９８０年、

私は卒論生として教室に入り、アミノ酸を運ぶ分子が何で

あるか、なにやら雲をつかむような話を萩平教授より聞か

された。１９９１年５月、萩平教授は、アミノ酸輸送体の分子

実態を知ることなく食道癌の為、永眠された。享年６４才で

あった。新しく病態栄養学講座を引き継いだ武田英二教授

（現臨床栄養学）は、本研究を臨床的側面からアプローチ

することを提案し、アミノ酸輸送の異常をもつ患者の遺伝

子解析が、分子同定の近道であると推論した。１９９５年に、

シスチン尿症と呼ばれるアミノ酸輸送異常を呈する疾患を

ヒントに、本輸送系が複数の蛋白で構成されている可能性

を発表した。しかし複数の構成分子を同定する技術は見出

せなかった。この年、新しい戦力として、瀬川博子（現分

子栄養助手）さんが加わった。彼女は、快くこのテーマを

引き継ぎ、連日深夜までアミノ酸分子同定に向けて試行錯

誤を繰り返した。ある日、新しい研究テーマを模索中の若

き研究者（現杏林大学医学部、金井好克教授）に知り合う

事ができた。これまでの研究の流れや、分子同定の方法に

ついて相談し、共同研究の同意を得た。瀬川さんは、この

同意をうけて杏林大学に赴き、３年間（１９９８－２０００）かけ

て多くのアミノ酸輸送系（ヘテロ二量体トランスポーター）

の発見に成功した。この間、彼女は国際的な競争の中でも

がき苦しみ、さらに実験は苦難の連続だったのも事実であ

る。この論文は、このような背景のもとに生まれた。当

時、萩平教授から聞かされた雲をつかむような話が、４０年

の歳月を経て再び蘇ったのである。科学研究には、ついぞ

日の目を見なかった研究者の執念が、人に取り憑き何年間

も生つづけるような気がする。

　特集　・　Citationからみたヘルスバイオサイエンス研究部の実力

　研究の独創性・継続性

分子生物薬学分野　教授　山内　 卓　　

　頑張れアミノ酸

分子栄養学分野　教授　宮本　賢一　　



P.5

Ｈ
Ｂ
Ｓ
研
究
部
だ
よ
り 
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
３         
２
０
０
５
・
９
・
１

　　 統合医療教育開発センターニュース 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　第２４回日本歯科医学教育学会総会・学術大会を主催して

口腔感染症学分野　三宅洋一郎　

　去る７月６・７日、大塚講堂及び歯学部において第２４回日本歯

科医学教育学会総会・学術大会を開催いたしました。全国２９歯

科大学・歯学部より約４００名の方のご参加をいただき、１４６題の口

頭及びポスター発表をいただきました。特別講演として、東京

医科歯科大学歯学部長、江藤一洋学部長に「歯科医学教育の国内

標準化と国際化への対応」、青野敏博徳島大学長に「徳島大学に

おける法人化後の大学運営」、厚生労働省医政局、平田創一郎専

門官に「新歯科医師臨床研修制度について」の３題を、シンポ

ジウムとして「歯科医学教育のカリキュラム改革」（オーガナイ

ザー：東京医科歯科大学、荒木孝二教授）、「歯学部学生から見

た歯科医学教育」（オーガナイザー：東京農工大学、森和夫教授）

の２題を行いました。「歯学部学生から見た歯科医学教育」にお

いては初の試みとしてシンポジストを全て学部学生とし、忌憚

のない発表をしてもらいました。

　二日間の発表・討論を通じて見えてきた課題は、１）アジア

の国々の発展に伴い否応なく迫られる国際化に如何に対応して

行くか、２）モデル・コア・カリキュラムに準拠した新カリキュ

ラムをどのように生かして行くか、３）学生の要求にこたえられ

る教育をどのように築き上げるか、４）効果的な卒前臨床実習シ

ステムの構築ができる

か、５）卒後臨床研修制

度にどのように対応す

るか、などでした。徳

島での本学会の成果が

少しでも歯科医学教育

の改善につながれば幸

いです。 

　　歯学教育と医学教育の共通点、相違点と今後の課題

統合医療教育開発センター　寺嶋吉保　

　第24回歯科医学教育学会が徳島大学歯学部の主幹で開催され

たので、統合医療教育の視点から歯学教育の現状と課題を理解

する好機として一部参加させていただきました。プログラムを

見ても、医科の医学教育学会のテーマとほぼ同じ内容であり、同

じく医療人の教育に取り組む共通性が感じられました。歯科教

育でも医科と同じように共用試験のCBT ＆ OSCEや卒後研修の

義務化が開始されることは私も知ってはいましたが、発表を聞

くうちに夫々の時期の目標として医科よりも高い臨床実技能力

が求められていることが分かり、医科よりも早期に独立するこ

とが求められている歯科教育の厳しい特性が感じられました。

　シンポジウムⅡは、４つの大学の学生代表に学生の視点から

自校のカリキュラムの現状と課題と学生からの注文を発表して

もらい、会場の参加教員との議論を行う企画であり、非常に有

意義でした。「教員中心の教育」から「学生中心の学習」へのパ

ラダイム変革が求められていることを、参加した全教員が理解

できる良い企画であり、本学の三宅大会長以下の実行委員会の

センスの良さを感じられました。2001年の徳大医学科のカリ

キュラム大改革の企画段階で学生に参加してもらうことの重要

性を実感し、最近は充分できていないことを反省しながら聞か

せていただきました。今後は薬学部6年制移行の新カリキュラ

ム改革の推進に学生も参加してもらうなど、蔵本地区全体で学

生の教育参画を推進しようと強く肝に銘じました。

　徳島大学の学生代表の八木君からは、医学科教員が歯学生に

行っている関連医学の講義の位置付けが曖昧なまま実施されて

いる点も指摘されました。今後は薬学生にも同様の講義を行う

ことが要請されるので、担当する医学科教員の歯学生や薬学生

の意欲を高める工夫が課題となることが理解できました。

統合医療教育開発センター　副センター長　寺嶋吉保　

　昨年４月に設置された当センターが行っている主な業務

を紹介します。

１） 各学部学科の現状の聞き取りを行い報告しました。今

年度は報告書を作成する予定です。

２） 附属病院外来棟（旧放射線科外来）に当センターの事

務室を昨年１０月に開設しました。

３） 徳島大学模擬患者研究会（通称：徳大SP研究会）の

事務局として第２期模擬患者さんの募集と養成を医学

部、歯学部、薬学部の協力にて開始しています。現在は

医学科と歯学部の医療面接とOSCEに協力していただい

ていますが、薬剤師、栄養士、看護師教育など今後の需

要は大きいと想定されます。

４） 医学部スキルラボ（総額４,０００万円相当の各種の医療教

育機材を整備）が６月末に附属病院外来棟に移転しまし

た。今後この管理が当センターに委託され、蔵本地区全

体での利用を促進します。

５） 授業評価ワーキンググループでは蔵本地区全体で行う

べく、今年度前期に小規模トライアルを行い、後期には

すべての講義実習で授業評価を行うように準備を進めて

います。

６） e-learning ワーキンググループ会議の開催

７） 競争的教育予算獲得のワーキンググループ会議の開催

８） 大学院英語特別コースについては、医療系の複数の研

究科が統合された独特のコースとして当センターの下に

運営委員会を設置することになりました。

９） 大学院共通カリキュラムの調整会議

１０） 学部の講義時間６０分統一のための調整会議

１１） 共通教育の講義として「コミュニケーションの基礎」を

今年度４月に新規開設して、医学科と薬学部の１年生約

１３０名を対象に、体験型講義を実施しています。

　私も昨年６月に配属されて、早くも１年が過ぎました。

昨年１２月から３ヶ月文部省海外教育視察でハワイ大学とテ

キサス大学へ行かせていただき、いろいろな刺激を受けて

きました。課題は山積していますが、蔵本地区全体で統合

教育を推進する意義と可能性は大きいと感じています。今

後ともご指導お願い致します。

　　 第２４回歯科医学教育学会開催 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
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　蔵本地区で最後に残されていた医学研究棟・講義棟の第
一期改修工事が平成１７年度からスタートした。今後、第四
期まで順次行われていく予定である。平成１８年度からは大
学院保健科学教育部がスタートする予定であり、蔵本地区
における医療教育・研究の拠点化が施設面でも大きく前進
することを期待したい。
　薬学部では薬剤師育成のために６年制の薬学科が平成１８
年度からスタートする。薬剤師育成に必要な臨床医学教育
や病院実習のコアカリキュラム案が作成されているが、医
学教育をどのように行っていくのかなど、統合医療教育開
発センターが中心となって今後検討されていく訳である
が、e－ラーニングや統合講義の導入の工夫も必要である。
薬学部への医学・医療教育支援には努力を惜しまないが、
医学系教員の負担が増えないような仕組み作りも重要な課
題として指摘しておきたい。
　個性輝く医科学教育部、医学系教育部を構築していくに
は次世代を担う人材を如何に集め、育てるかがNo１の課
題と言える。平成１５年度に採択された当医学部からの
COEプログラムは、文科省より教育・研究の国際的な拠点
形成を目指すために交付された多額の助成金を原資に、若
手研究者、大学院生を経済的に支援する大きな原動力と
なっている。最新情報によると、ポストCOEの計画があ
り、継続的な発展を期する上でも獲得に向けて取り組みを
強化すべきと考えている。また、若手人材への支援策とし
て、寺尾、安友両教授の企画により「若手研究者研修セミ
ナー」を泊り込みの形でこの９月１～３日に小豆島で実施
の予定。少しでも学問の真髄に触れる機会であって欲しい

と念願している。
　平成１６年度からスタートした前期臨床研修の義務化が大
学院定員の充足化にどれだけ悪影響を及ぼすかは予測でき
ない。しかし、一学年６４名の定員枠を充足させるにはかな
りの努力が必要と思われる。一方、大学院生としての外国
人留学生の果たす役割は毎年大きくなっている。担当教授
の熱心なご指導により、優秀な研究成果が数多く出てお
り、大学院のレベルアップに貢献しているものと思われ
る。彼らは帰国後、指導者として重要な役割を担うことが
期待されている。今回、蔵本地区では初めて、国際交流の
ためのパーティを医学・栄養学関係の外国人留学生を対象
に６月２４日（金）夕方、「国際交流の夕べ」として青藍会館で
盛大に開催した。安友教授と村澤国際担当学部長補佐、芳
崎学務課長の心温まる企画にて約７０名の参加者が集った。
最初の１時間は留学生７名からそれぞれの母国や出身大学
の紹介がプロジェクターを用いて紹介され、大変好評で
あった。その後は国際色豊な懇親会となり、子供たちも混
じっての家庭的な国際交流となった。あっという間に予定
時間が過ぎ、彼らの陽気で情熱的なエネルギーがfever up
したひと時でもあった。別れる際の熱い握手から、彼らの
感謝の気持ちを感じながら、当大学院の発展に今後も積極
的に寄与してくれるものと確信し、会場を後にした。医学
部はこの６月にモンゴル健康科学大学と学術交流協定に調
印し、１１大学と協定している。今後も優秀な留学生を諸外
国から集めるためにも今まで以上に積極的な国際交流の展
開と留学生支援活動を行う必要があると強く感じた。関係
各位のご支援とご協力を今後ともお願いしたい。

医学系研究部、医科学教育部のあれこれ

医科学教育部長　曽根　三郎

トピックス 

　大学院口腔科学教育部は、他の教育部とともに平成１６年

４月に発足しましたので現在の最高学年は２年生で２年次

に２４人（男性８人、女性１１人、留学生２人、社会人３人）、１

年次に２１人（男性７人、女性８人、留学生５人、社会人１

人）　が在籍しています。ちなみに３年次と４年次の大学

院生は徳島大学大学院歯学研究科の院生ということになり

ます。３年次に２１人、４年次に１１人が在籍していますが、

この人達が修了するまで大学院歯学研究科博士課程は大学

院口腔科学教育部と併存することになります。留学生の内

訳は国費が８人、私費が７人で、出身国はブラジル、中国、

インドネシア、セルビア・モンテネグロ、バングラデシュ

です。

　口腔科学教育部では、大学院を目指す学生のニーズに応

え、今年度から１０月入学を実施することになりました。専

攻の枠を超えたカリキュラムも柔軟に履修でき、幅広い

バックグランドを持ち専門性に秀でた人材を育成していま

す。

　大学院生も自由に利用できる歯学系の研究を支援する組

織として、歯学系・総合研究室があり、形態系、機能系、

動物飼育、RIの４部門に助手１人、技術員１人、機械操作

員２人、合計４人の専属スタッフがいます。利用できる主

な設備には三次元座標測定システム、熱分析、オートグラ

フ、材料強度試験機、透過・走査電子顕微鏡、X線画像計

測システム、X線回析装置、DNAシーケンサー、フローサ

イトメーター、X線照射装置などがあります。

　歯学部も明年は創立３０周年ということで、購入時には最

先端であった測定機器類も故障しがちであったり現在の

ニーズに合わなくなっているものもできてきていますの

で、多くのユーザーに快適にご利用戴けるよう歯学系・総

合研究室のリニューアルを進めます。ご意見、ご要望等あ

りましたらご連絡ください。

口腔科学教育部の現状について

口腔科学教育部長　坂東　永一
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　薬科学教育部の取り組みを紹介します。
１．共同研究（いくつかの研究室が合同でプロジェクト研究に取
り組んでいます。）
・がんをターゲットにした新規DDSキャリアーの開発：薬学部の
５研究室から若手研究者（石田助教授、土屋助教授、川添助教
授、後藤助手、山崎助手）が結集し、がんを包括的にとらえ、
がんに親和性・特異性・感受性を有する新規DDSキャリアーの
開発を目指し、それぞれの専門性と機動性を生かした研究を展
開しています。

・がんのプロテオミクス解析：伊藤教授らは、福井教授、樋口教授、
山内教授ら薬学部４研究室と病態制御外科学分野（医学系）梅
本助教授らと共同で、消化器がんを対象にプロテオミクスに基
づく共同研究プロジェクトを、がんの薬剤感受性を規定する分
子を解明し、オーダーメイド化学療法の実現を目指しています。

・新規抗菌薬アイルスマーの創製：樋口教授らは、高石教授、楠
見教授、長尾教授、中馬教授ら５研究室共同研究で、MRSA（メ
シチリン耐性黄色ブドウ球菌）のβ－ラクタム剤に対する感受性
を高める化合物（アイルスマー）を天然物から多数発見し、多
剤耐性菌に有効な抗菌薬の創製が期待されます。

・情報薬局：山内助教授と中馬教授は、外部の方達との企画の中で
JST－RISTEXプロジェクトのセンターとして、本学部内に情報
薬局を稼動させました。今後、蔵本キャンパス内のトランスレー
ショナルリサーチの一つとして発展させたいと考えています。

・ミトコンドリアのバイオジェネシス：樋口教授らは、病態情報

診断学分野（医学系）の桑島助教授らとの共同研究により、ミ
トコンドリアのバイオジェネシスに関わる新規因子を発見し、
それらのタンパク質の機能を明らかにしています。
２．長井長義記念シンポジウム
　第６回長井長義記念シンポジウムが平成１７年７月７、８両日に
長井記念ホールにおいて開催されました。福井教授を実行委員長
として、薬学研究の新しい方向性と活性化を目指して立案されま
した。主題は『創薬ターゲット選択のストラテジー』で、曽根三郎ヘ
ルスバイオサイエンス研究部長のオープニングレクチャーにより
開幕しました。シンポジウム１７題、ポスター８３題の発表がありまし
た。
３．国際交流
　長尾教授は研究室の１７名の大学院学生とともに、平成１７年７月
１３日から１６日に韓国ソウル市を訪問し、提携大学のソウル国立大
学校薬学大学・千文宇教授の研究室学生とポスターセッションを
開催し研究交流します。
４．薬学教育の改革
　平成１８年度から、薬剤師育成には薬学６年一貫教育が基本にな
ることから、薬学部の改組計画を作成しています。薬学部に、６
年制の『薬学科』と４年制の『創製薬科学科』の２学科を設置し
ます。学生定員は、どちらの学科も４０名です。学科の配属は、入
学時でなく薬学の基礎を学んだ上で、３年次前期に決定するとい
う、新しい方法を導入しますが、研究活動を重視した教育方針に
変わりありません。

薬科学教育部の研究マインド

薬科学教育部長　山内　　卓

トピックス 

　平成１６年４月より、大学院は、徳島大学大学院栄養学専攻から

大学院栄養生命科学教育部となりシステムがかわりました。振り

返ってみて、はや１年が過ぎたのかと感慨深いものがあります。

法人化も重なった上、準備から始まり、変更してから多くの規則

や制度を短期間にあわただしく変更したため、不備が多い変更に

なってしまいました。

　変更の前後の学科長、教育部長として会議ばかりの日でした。

それでも１年たつとかなり落ち着き、大学院の制度も固まって来

つつあります。名称が変わっても従来の栄養学の研究はそのまま

行いますが、生命科学という名がつき、栄養にとどまらずに生命

科学の教育・研究も行う大学院としてスタートし、栄養以外のバッ

クグランドの人たちが入学しやすくなりました。入学試験も栄養

学の専門分野の試験を無くし、他の分野からの入学も容易にいた

しました。入学後も、医学、歯学、薬学の大学院教育部とも連携が

強く、お互いの授業などを履修することが可能となり、生命科学

の分野がさらに充実しました。大きく飛躍するためには自分の専

門の小さな領域だけを知っていてはだめで、他の分野からも学ぶ

必要があります。 

　話題が変わりますが、教育に関する文部科学省への申請書類を

作る際にアメリカの栄養関係の大学院の教育制度を調べてみまし

た。修士に関してはほとんどが専門職養成のための大学院である

ことに気が付きました。私どものところのような研究が中心の大

学院は栄養関係の修士では見つかりませんでした。教育内容も非

常に多岐にわたっており、基礎医学、基礎栄養学から臨床医学、臨

床栄養管理など豊富でした。「アメリカの臨床栄養士(registered 

dietician)は非常に高額の給料をもらって、病院で食事の処方はも

ちろんのこと、それに必要な臨床検査などもオーダーでき、また、

一部は点滴などの全身管理も行うようになっているので、高度な

技術と知識を学んでいるのだなと実感しました。日本でも専門職

養成の大学院というかけ声はありますが、あまり気にとめていな

いというのが大学院の教員の実態ではないかと思います。という

のは、教育で評価してもらうのは非常に難しく、研究費もそれで

は集まらないということで、どうしても研究に力を入れているの

が現状ではないでしようか。アメリカなどをみていると少し反省

の時期が来ているのかなと感じています。人を対象とした研究あ

るいは臨床研究の論文も我々の大学院では少なく、今後増やして

いく必要があると考えています。 

　いずれにしても、社会人として活躍されている栄養士の方が、

臨床の現場で研究し、論文をまとめて学位が取れるようにはする

ように制度を少しずつ改善していっています。大学院での臨床栄

養に関する講義も増やし、今年からは、社会人大学院（博士後期

課程）で、遠隔地であっても仕事を継続しながら、e－ラーニング

を利用し学べるシステムを作る予定にしております。まだ、教育

制度は改革の半ばにありますが、徐々に充実したものにしていく

予定にしております。

栄養生命科学教育部の教育制度

栄養生命科学教育部長　中屋　　豊
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情報伝達薬理学分野
 教授　玉置　俊晃

　情報伝達薬理学分野は、
３名のスタッフと７名の大
学院生で研究を進めていま
す。このほかに、他分野の
大学院生と臨床や栄養学科
をはじめ多くの研究者で賑
やかに研究を行っていま
す。我々の研究は、主に循
環薬理・腎薬理に関する研
究です。具体的には、１）
亜硝酸由来の一酸化窒素
（NO）の生理的・病態生
理的役割解明：これまで誰
も考えていなかった生体
内での新しい NO 産生系を発見しました。この新しい 
NO 産生系が生理的に意味を持つのか？　動脈硬化、腎移
植、脳梗塞、健康食品などの多方面から検討しています。
２）酸化ストレスによる細胞内情報伝達機構の解明と創薬：
酸化ストレスが老化や動脈硬化や糖尿病などに大きな役割
を果たすように言われていますが本当でしょうか？本当で
あれば何故、抗酸化薬は効果がはっきりしないのでしょう
か？このあたりの謎を解いて新しい薬の開発を試みていま
す。そのほかにも、循環薬理・腎薬理に関する研究を幅広
く行っています。

医 
形態情報医学分野
 教授　石村　和敬

　形態情報医学分

野は、中枢神経系

を主な解析対象と

して、生命現象の

機能発現および調

節機構のより正確

な理解のための形

態学的基盤の確立を目指して研究を行なっている。

　具体的には、１）神経系の構造と機能に対する各種ステ

ロイドホルモンの作用機序の解明、２）諸々の脳内生理活

性化学物質（プロスタグランジン、ノシセプチン、カテコー

ルアミン、Ca結合蛋白）の存在意義の解明、３）嗅覚系を

中心としたシナプス神経回路の解析、などの研究に取り組

んでいる。国外を含む学内外の研究者と共同し、主に共焦

点レーザー顕微鏡と電子顕微鏡を用いる他、生化学的・分

子生物学的手法を用いて多角的に、分子から生体システム

レベルでの統合的な形態解析を進めている。

医 

統合生理学分野
 教授　森田　雄介

　私たちは、生活の基盤である睡眠・生体リズムに関する

生理作用およびその病態生理の解明を目指している。ま

た、老化と脳の可塑性についても研究を行っている。ヒト

および動物を対象に、電気生理学、時間生物学、神経化学、

実験行動学、分子生物学などの手法を用いて、中枢活動を

記載的ではなく、その活動を数量的に統合的に取り扱おう

としている。主な研究のテーマは、１）睡眠の神経性・体

液性機構、２）概日リズム機構、３）老化と脳の可塑性、

４）ヒトの睡眠障害など。夢を含む睡眠は私たち自身が

日々経験する状態を対象としているだけに研究意欲をそそ

る。また私たちの生活の１／３が睡眠に費やされているこ

とを考えると、医学のあらゆる分野に睡眠研究があって不

思議ではなく、今後学際的研究の発展が望まれる分野であ

る。

医 

体温リズム変化からみた朝型
／夜型のマウスモデルを示
す。野生型マウス（黒丸）：
朝型、クロックミュータント
マウス（赤丸）：夜型、黒い
横棒：暗期（マウスの活動期）

分野紹介 

医科学
　　形態情報医学分野
　　統合生理学分野
　　情報伝達薬理学分野
　　侵襲病態制御医学分野
　　病態情報診断学分野
　　救急集中治療医学分野
　　視覚病態学分野
　　耳鼻咽喉科学分野
　
口腔科学
　　歯周歯内治療学分野
　　口腔顎顔面放射線医学分野
　　口腔侵襲制御学分野
　　口腔顎顔面形態学分野
　　生体材料工学分野
　　口腔顎顔面補綴学分野
　
薬科学
　　海洋資源薬学分野
　　天然分子構築学分野
　　薬効解析学分野
　　分子細胞薬品学分野
　　分子薬物学分野
　
栄養生命科学
　　分子栄養学分野
　　生体栄養学分野
　　代謝栄養学分野
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侵襲病態制御医学分野
 教授　大下　修造

　麻酔科学分野の主な臨床研究のテーマは、１）経食道心
エコー法を用いた心機能解析、２）経食道心ペーシングに
関する研究、３）術後鎮痛法に関する臨床研究、４）脊髄
性鎮痛機構に対する電気生理学的研究、５）短時間作用性
β遮断薬の薬物動態学について研究を行っている。基礎研
究として、１）パッチクランプ法を用いたNaチャネル、
KATPチャネルに及ぼす麻酔薬の影響、２）吸入麻酔薬に
よる細胞保護効果の作用機序、３）容量感受性Clチャネル
活性化に及ぼす麻酔薬の影響、４）血液希釈が循環動態、
脳循環に及ぼす影響について研究している。

医 

視覚病態学分野
 教授　塩田　洋

　当分野では眼

感染症の新しい

診断法・治療法

の開発、新しい

硝子体手術法、

人工角膜の開

発、ロービジョンケア、緑内障の治療法、ベーチェット病

の解明などを研究している。眼感染症では特に単純ヘルペ

ス性角膜炎に対し、C.OXT‐G点眼液とアシクロビル懸濁

点眼液の開発に成功している。硝子体手術においては、難

しい黄斑下手術や糖尿病網膜症を数多くこなし、優れた治

療成績を納めている。徳島大学型人工角膜を開発する一

方、AlphaCorを導入して角膜移植の分野をリードしてい

る。又ベーチェット病患者の涙液から疾患特異な新しい蛋

白質を発見し、検査キットの開発、病態解明、治療薬の開

発にも取り組んでいる。これら診療と研究は、基本を身に

つけ、国際的視野のもとに行っている。

医 

救急集中治療医学分野
 教授　西村　匡司

　当分野は救急患者、重

症患者の治療を行う部門

である。したがって研究

テーマは臨床に即したも

のが主となっている。人

工呼吸に関連したものと

脳虚血、脳内出血の急性

期治療に関連したものが

中心である。人工呼吸に

ついては呼吸仕事量をい

かに少なく管理し、患者

にとって快適な呼吸補助

を行うかということと、

最近注目されている医原

性肺損傷を防ぐ人工呼吸

方法についてである。脳虚血、脳内出血の急性期治療につ

いては、これらの疾患の免疫能への影響、さらには急性期

治療の確立を中心に行っている。他に重症患者における薬

剤の体内動態に関する研究等も行っており、臨床医学の現

場での治療をより良いものにすることに直結する研究をす

すめている。救急集中治療医学は、重症患者の診療を行う

部門であり、卒後研修医や医学部生に救急集中治療医療を

体験させ、生きた知識を習得する場である。

医 

病態情報診断学分野
 教授　土井　俊夫

　病態情報診断学分野（腎臓内科）は主に進行腎障害進展

の病態解明、糖尿病性腎症の成因解明と治療法開発、各種

腎疾患の遺伝因子の解明、糖尿病（主にインスリン非依存

性）発症機構の解析などに焦点を当て研究している。特に

糖尿病性腎症における転写制御に注目しておりその転写因

子のクローニングを行い、糸球体硬化症の責任分子の病態

解明を進めている。これらの研究を通じ、糖尿病性腎症お

よび慢性腎炎の新たな診断法の確立と治療法開発を目指し

ている。その結果、今日の医療で最も重要な腎不全対策に

新たな展開がも

たらせると考え

られる。

医 
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口腔顎顔面放射線医学分野
 教授　誉田　栄一

　口腔・顎・顔面領域疾患に関する画像診断学的研究によ

り診断精度の向上をめざすとともに、必要な画像情報に対

する放射線線量の適正化に関する研究を行い、放射線被曝

の減少をはかっている。さらに、画像、診断情報などの

ネットワーク化による診療支援システムの開発により、診

断の効率化をはかっている。

　研究内容は以下の通りである。

１．口腔・顎・顔面領域疾患の診断基礎および診断に関す

る画像診断学的研究

１）画像所見の数値表現化に関する研究

２）必要な画像情報に対する放射線線量の適正化に関す

る研究

３）顎関節の形態と機能に関する画像診断学的研究

４）CT、MRI、超音波、核医学による頭頸部疾患の画像

診断学的研究

２．HIS（病院情報シス

テム）、RIS（放射線情

報システム）、PACS

（統合画像診断管理

システム）、モダリ

ティ（画像診断装置）

連携による診療支援

システムの開発

歯 
耳鼻咽喉科学分野
 教授　武田　憲昭

　耳鼻咽喉科学分野では臨床研究として、１）３次元主軸
解析法を用いた垂直半規管機能検査の開発、２）バーチャ
ルリアリティーを用いた平衡訓練法の開発、３）障害児の
難聴の評価と聴能訓練に関する研究、４）顔面神経麻痺後
遺症の予防法の開発、５）味覚障害における新しい亜鉛栄
養状態の評価法の開発、６）睡眠時無呼吸症候群における
中咽頭の動的狭窄の評価法の開発を行っている。基礎研究
としては、１）動物モデルを用いた前庭代償の分子メカニ
ズムの解明、２）動物モデルを用いた前庭自律神経反射の
神経メカニズムの解明、３）動物モデルを用いた鼻過敏症
の分子メカニズムの解明、４）シェーグレン症候群の自己
抗原エピトープの解析を行っている。

医 

口腔侵襲制御学分野
 教授　中條　信義

　麻酔薬は様々な蛋白に作用することにより多様な症状を

生じさせる。我々は、各種トランスポーターの機能に対す

る麻酔薬の作用を、Xenopus oocyte expression systemを

用いた取り込み実験、結合実験および電気生理学的実験に

より解析をおこなっている。現在、グルコーストランス

ポーターとセロトニントランスポーターに注目し研究を進

めている。これらのトランスポーターへの作用は麻酔薬に

よって異なり、さらに麻酔薬の作用にはprotein kinase C 

（PKC）などの細胞内のシグナル伝達系が関与することが

明らかとなった。現在、関与するPKC isoformの探索を中

心に検討を加えている。

歯 
歯周歯内治療学分野
 教授　永田　俊彦

　歯周病は歯垢中の

歯周病原性細菌が歯

肉溝に蓄積し歯周ポ

ケットを形成するこ

とか ら始まる感染

疾患であるが、発症

や進行を修飾する因

子は実に多彩である。糖尿病や 循環器系疾患との関連、喫

煙との関連、疾患感受性（遺伝的素因）との関連など、一 個

人に現れる病態は大変複雑となる。当教室では、歯周病の

機能的病態を反映する臨 床指標の開発、歯周病へのかかり

やすさに関する遺伝子多型分析、歯周組織再生療法の実践

と新しい組織再生誘導法の開発を目指して、基礎的・臨床

的研究を行っている。

　臨床部門では糖尿病グループ、早期発症型歯周炎グルー

プ、歯肉増殖症グループ、基礎部門では骨代謝グループ、

カルプロテクチン分析グループ、歯周組織再生グループに

分かれ、種々の研究を行っている。

歯 

Xenopus

耳鼻咽喉科学分野の臨床研究と基礎研究
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口腔顎顔面形態学分野
 教授　北村清一郎

　研究テーマは２つである。１）口腔顎顔面領域の諸構造

に関する肉眼解剖学的研究（北村清一郎教授）：歯科・口腔

外科臨床に関わる解剖構造を遺体を用いて検索し、局所解

剖学的・臨床解剖学的意義を考究している。現在は、咽頭

挙筋群の起始・停止及び走行を、嚥下機能との関わりから

調べている。２）遠赤外線治療機器の開発と作用機構の解

明（山下菊治助教授）：遠赤外線の医療への応用を目的とし

て、遠赤外線の生体への影響を検討してきた。その結果、

特定の癌に対する抑制効果とその機構を明らかにした。こ

の成果を基に、癌治療機器をはじめ、他の遠赤外線治療機

器の開発を行い、治療効果とその作用機構を解析してい

る。

歯 
口腔顎顔面補綴学分野
 教授　市川　哲雄

　口腔顎顔面補綴学分野の主な研究テーマとして、１）新
しいインプラント治療法の開発およびインプラントに影響
を及ぼす各種因子のとくにバイオメカニカルな側面からの
検討、２）口腔の健康度と全身の健康との関連性の解明と
口腔の健康度の指標の確立、３）顎関節症に関する縦断的、
横断的な疫学調査、検討、４）口腔機能（発音・咀嚼・嚥
下）評価法の開発、５）要介護高齢者、歯科心身症患者の
口腔ケア、歯科治療に関する統計学的検討、６）臨床応用
の拡大を目的とした審美補綴材料の材料学的検討、開発、
７）歯科用レーザーの補綴領域への応用に関する研究があ
ります。他の研究室との連携を密にして、様々な角度から
口腔を眺め、総合的に補綴学分野の研究を行っています。

歯 

生体材料工学分野
 教授　淺岡　憲三

　器官、組織、細胞を
ターゲットとしたマ
クロ、ミクロ、ナノバ
イオマテリアルの開
発研究を行っている。
１） チタンの表面酸
化膜は、耐食性のみ
ならず、生体親和
性、光触媒特性を併
せもっている。こうした機能の発現を目的に、チタンの酸化
膜の構造、組織を制御した機能材料を開発している。
２）粉体は、比表面積が大きいため、材料の表面機能が有効に
発現できる。同時に、弾性係数が制御できること、気孔を利
用した生体機能の付与が可能であるなどの利点がある。こう
した利点を活かしたチタン系多孔材料のデバイスを開発して
いる。
３）超弾性、超塑性、形状記憶など特異な機械的性質をもつチ
タン合金の医療応用を行っている。
４）リン酸カルシウム系材料は生体親和性に優れた材料である。
強度への信頼性、結晶構造の転換による機能の向上に関して
考究し、新たな医療材料を開発している。
５）物質、エネルギー、情報を組織や細胞に運ぶための材料は、
再生医療のキーテクノロジーである。チタンを担体として、
アパタイトや水素を吸蔵、脱離する技術を開発し、医療への
応用を目指している。

歯 
海洋資源薬学分野
 教授　楠見　武徳

　四国沿岸に生息する海綿、軟体サンゴ、海藻などの海洋

生物が生産する物質（海洋天然物）を単離・構造決定し、

それらを医薬資源として利用する研究を行っている。また

海洋生物に付着する海洋性カビを培養し薬理活性物質を得

る研究を展開している。それと同時に、海洋天然物の構造

決定、特にNMRスペクトル解析を容易にするための化学

反応・試薬の開発、及び水圏生物間に作用する化学シグナ

ルの構造研究にも力を入れている。

薬 

遠赤外線の癌抑制効果とその機構
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分子細胞薬品学分野
 教授　樋口　富彦

　当分野では、

①β- ラクタム

剤- 感受性誘導

薬の創製とその

作用メカニズム

の解明、②ミトコンドリアのバイオジェネシスを制御する

新規蛋白質因子の解明、③血管内皮細胞の細胞膜H＋-ATP

合成酵素をターゲットにした新規制癌剤の開発研究と

HeLa細胞が産生する新規血管新生因子の解明を目指して

研究を行っている。

　① のテーマでは、世界各国から採集した約900種の昆虫

及び生薬植物成分の中に、β- ラクタム剤よるMRSAに対

する殺菌作用（感受性）を32,000倍にも高める化合物を発

見し、それらの薬剤に対して“β- ラクタム剤- 感受性増強

薬（アイルスマー）”と命名し、その作用機構を解明すると

ともに、新規の抗菌薬の開発研究を行っている。②のテー

マでは、最近ミトコンドリアのバイオジェネシスを制御す

る２種類のタンパク質を発見し、それらをMitogenin I、 II

と命名しその生理機能および作用メカニズムの解析を行っ

ている。

天然分子構築学分野
 教授　宍戸　宏造

　当分野では高

度な精密有機合

成化学を駆使

し、天然界に存

在する微量生理

活性分子の化学

合成、及びその

反応論の開拓を

目指している。

そのために新規

な合成戦略、反応、試薬等の研究を展開し、学術的かつ実

用的に有用な有機合成化学の新手法、新概念を創出する。

標的分子は抗癌活性化合物、抗HIV作用物質、抗マラリア

活性物質、植物成長阻害活性物質等と多岐に渡り、これま

で多数の植物由来のアルカロイドやテルペン類、海洋産天

然物の化学合成を達成してきた。反応開発では遷移金属触

媒を用いた新しい有機合成反応の開発、及び地球環境に優

しい化学（グリーンケミストリー）を指向した有機合成反

応に関する研究を行っており、独創性に富んだ成果を挙げ

ている。現在の研究室は教授、助教授、技術補佐員、大学

院生７名、学部４年生４名の総勢14名体制で日夜研鑽して

いる。

薬 薬 

分子薬物学分野
 教授　福井　裕行

　本分野ではヒスタミンH１受容体を座標軸にしてヒスタ

ミンを通じた生体機能の研究を行っている。１．Ⅰ型アレ

ルギーを仲介するヒスタミンH１受容体の遺伝子発現とア

レルギー疾患の症状、および、Ⅰ型アレルギーの神経調節

との関連性。２．中枢ヒスタミン神経機能を担うヒスタミ

ン神経の標的細胞の同定。３．胎盤に発現するヒスタミン

H１受容体の生理的意義。４．ヒスタミンH１受容体分子の

機能調節機構解明。５．天然物医薬資源からの新規アレル

ギー疾患治療薬開発。

薬効解析学分野
 教授　荒木　勉

　当分野の主な研究テーマは以下の３つである。１）パー

キンソン病の病態解明と新規薬物療法　２）脳虚血の病態

解明と新規薬物療法　３）加齢に伴う神経変性の解明と予

防

　生化学、分子生物学、免疫組織学等の研究手法を駆使し、

実験動物を用いてこれらの難解なテーマを研究している。

　我々の最終目的は、難治性の神経変性疾患に対する新規

薬剤の開発を行う事である。

薬 薬 

S１００betaタンパクとGFAP陽性アストロサイトの２重染色画像（茶；
アストロサイト、青；S１００beta)。
Microphotographs of double‐labeled immunostaining with anti‐
S１００beta (bule) and anti‐GFAP (blown) antibodies in the brain.
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分子栄養学分野
 教授　宮本　賢一

　分子栄養学分野では、「ミネラル代謝」と「老化と栄養」を

中心に研究を展開している。

　１）カルシウム・リンの代謝調節機能研究では、リンセ

ンサーの分子実体の解明と、腎不全・透析合併症における

高リン血症治療法の確立を行っている。２）老化予防の分

子栄養学的研究においては、カロリー制限による寿命延長

機構の解明および、寿命延長蛋白Sirtファミリーの栄養素

による調節と、寿命延長メカニズムの解明を行っている。

日本のように老年者が膨れあがり、生産年齢人口の減少す

ることが予測される社会では、老化を遅延させProductive 

agingを可能にすることが特に重要である。

栄
代謝栄養学分野
 教授　中屋　豊

　臨床では入院患者の栄養管理（低栄養、肝硬変、糖尿病）

を行っています。基礎研究では、分子生物学のみならず

種々の方法を用い以下の分野の研究を行っています。

１．イオン（電解質）輸送、糖、アミノ酸輸送に関する研

究……電気生理学と分子生物学的の両手法を用いて研究。

糖尿病（インスリン抵抗性と糖輸送、GLUT４）、下痢（Cl

イオン分泌）、高血圧（KおよびCaイオン輸送）などの疾患

に関連。

２．糖尿病の合併症の発生機構と治療に関する研究……糖

尿病モデル動物（OLETF）を用いて、インスリン抵抗性、

心血管合併症などを研究

３．運動の効果……実験動物および人における運動の効果、

特に酸化ストレスおよびサプリメントの効果をDNAマイ

クロアレイなど

により研究。高

運動習性を持つ

モ デ ル 動 物

（SPORTSラッ

ト）を開発中で

運動習慣の形成

のメカニズムを

研究

栄

生体栄養学分野
 教授　岸　恭一

　細胞からヒトに至るまでを対象にして、次のような研究

を中心に行っている。盧　骨格筋のタンパク質・糖代謝異

常とタンパク質分解酵素：あるタンパク質分解酵素ノック

アウトマウスを用いて、骨格筋代謝異常症におけるタンパ

ク質分解酵素の新規役割を研究する。盪　無重力による筋

萎縮の分子メカニズムとその栄養学的な治療法（宇宙食）

の開発：この研究テーマは国際宇宙ステーションで行われ

る実験の候補に採用されている。この研究により寝たきり

などによる廃用性筋萎縮の原因酵素のひとつを同定した。

この酵素を阻害しうる栄養素は骨格筋を強める食事の開発

にもつながる。蘯　生理機能を重視したタンパク質・アミ

ノ酸必要量：健康

の維持・増進、生

活習慣病の予防の

ための必要量を求

める研究。盻　食

欲の調節、特にタ

ンパク質・アミノ

酸の中枢性摂取調

節機構の解明

栄
留学生パーティー（６. ２４開催）

７月２８日（木）ホテルグランドパレス徳島屋上ビアガ－デ
ンで、HBS研究部夏季懇親会を開催しました。ヘルスバ
イオサイエンス研究部の他、分子、ゲノム、病院、保健学
科等、総勢４５名の教授が集い楽しい一時を過ごしました。

●　交　流　活　動　●

６月２４日（金）、医学部では初めて、留学生を対象とした交
流会「国際交流の夕べ」を開催。留学生と先生方合わせて
７４名の皆さんが出席して楽しい一時を過ごしました。

HBS研究部夏季懇親会（７. ２８開催）
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編
集
後
記

　研究部だよりは、大学院生や若手研究者が関心を持って読んでいただける記事を掲載す
るように心がけています。「ローマは一日にして成らず」とは曽根研究部長の巻頭言です
が、繁栄した国家も滅びる時は一日で崩壊への道を歩みます。徳島大学は平成１５年に
C.O.E.を２件獲得しましたが、次の手を打たないとこれらの業績も過去の栄光となってし
まいます。今回、武田委員が中心になって「citationからみたヘルスバイオサイエンス研究
部の実力」を企画しました。研究分野毎に、citation上位にランクされた論文から各系１、
２編を選び紹介しました。若手研究者にはぜひ読んで頂きたい内容だと思います。この他
にもインパクトのある論文は数多く出されていますので、順次ご紹介します。
　今回で分野紹介は３回目ですが、次号でヘルスバイオサイエンス研究部８０分野をすべて
紹介できます。これまで同じ蔵本キャンパスで暮らしていながら、お互いの研究について
は無関心でありました。研究部だよりがきっかけとなって学部の垣根を超えた共同研究の
芽が出ればいいなと思っています。 　　　　　　　　　　　　　　 （編集担当：福井義浩）

　学会賞等受賞

第３４回日本心脈管作動物質学会若手研究奨励賞

兼松　康久　情報伝達薬理学分野　助手
　受賞題目は「食原性亜硝酸由来の
一酸化窒素による腎保護作用」で、
当教室にてパイロット研究事業の一
環として行っている研究です。幸運
にも受賞できたのは御指導、協力を
頂いた玉置教授をはじめ、当教室員
皆さんのおかげと思います。これを
励みに今後も頑張りたいと思いま
す。

日本循環器学会第５回高安賞受賞

粟飯原　賢一　生体情報内科学分野　COE研究員
　セリンプロテアーゼインヒビター
であるヘパリンコファクター IIは動
脈硬化症の新規抑制因子であること
を報告しました。本賞受賞に際しま
しては、松本教授、東助教授をはじ
めとする共同研究者の方々に厚く御
礼申し上げます。

日本歯科保存学会デンツプライ賞

二宮　雅美　歯周歯内治療学分野　助手
　自家歯牙移植における歯周組織再
生誘導材料のエナメル基質タンパク
の有用性について臨床症例を含めて
発表しました。今回の受賞を励み
に、今後も歯科医療の向上に貢献で
きるよう、臨床および研究に取り組
んでいきたいと思います。

日本静脈学会YIAP賞

黒部　裕嗣　循環機能制御外科学　大学院生
　「一時留置形静脈フィルターに補
獲された塞栓の診断と対処」で日本
静脈学会YIAP賞を頂き光栄に思う
とともに、今後もさらに精進して参
りたいと考えております。
　本受賞にあたりご指導いただきま
した北川教授をはじめとする皆様
に、心よりお礼申し上げます。

■平成１７年度日本薬学会学術貢献賞
山内　卓　分子生物薬学分野　教授
受賞研究テーマ
　記憶・学習の分子過程におけるCa2+シグナルと
カルモデュリンキナーゼの役割

■平成１６年度日本化学会学術賞
楠見　武徳　海洋資源薬学分野　教授
受賞研究テーマ
　NMRによるキラル有機化合物の絶対配置決定法
の開発

■２００５年度日本農芸化学学会中四国支部奨励賞
山西倫太郎　食品機能学分野　助教授
受賞研究テーマ
　IgE抗体の関与するアレルギーの抑制を志向する
食品学的研究

■徳島県警本部長表彰
久保　真一　法医学分野　教授
多年の綿密・的確な法医鑑定に対して県警本部長か
ら表彰を受けた。

　７月７日～８日の２日間、長井記念ホールにおいて第６回長井長義記念シンポジウム
が開催された。シンポジウムの主題は「創薬ターゲット選択のストラテジー」であり、
山内卓薬学部長により薬学研究の目的を込めて提唱されたものである。曽根三郎ヘルス
バイオサイエンス研究部長によるオープニングレクチャー「がん分子の標的治療薬の開
発から個別化医療への展望」に続いて３つのシンポジウム（Ⅰ　創薬ターゲットとして
のシグナル分子、Ⅱ　創薬をリードする有機合成、Ⅲ　糖鎖創薬の最前線と展望）で１７
の演題による講演がハードスケジュールで行われた。また、高石喜久教授によるブレー
クトーク「長井長義博士と徳島」はたいへん楽しい講演であった。そして、ポスターに
よる８３題の発表は予想を大幅に上回るもので、ポスターセッションも賑やかに活発に行
われた。シンポジウムの主題が薬学部の大きな流れになることが希望であり、本シンポ
ジウムの熱気に乗って薬学研究の大きな進展が期待される。

科学研究費獲得状況

実行委員長　福井裕行　

第６回長井長義記念シンポジウム

○日本コンピュータ化学会２００５秋季年会　　実行委員長　中馬　寛
　日　時：　平成１７年１０月１５日（土）、１６日（日）
　会　場：　徳島大学　蔵本キャンパス　長井記念ホール　
　　　　　　〒７７０－８５０５　徳島県徳島市庄町１丁目７８番地の１　
　問合先：　中馬　寛　研究室　TEL：０８８－６３３－７２５７　FAX：０８８－６３３－９５０８

○日本解剖学会第６０回中国・四国支部学術集会　　学会長　福井義浩
　日　時：　平成１７年１０月２９日（土）、３０日（日）
　会　場：　徳島大学　蔵本キャンパス　臨床第一・二講堂
　問合先：　機能解剖学分野　TEL：０８８－６３３－７０５２　FAX：０８８－６３３－７０５３

○第２３回日本頭蓋顎顔面外科学会学術集会　　会長　中西秀樹
　日　時：　平成１７年１１月１０日（木）、１１日（金）
　会　場：　ホテルクレメント徳島
　問合先：　形成外科学分野　TEL：０８８－６３３－７２９６　FAX：０８８－６３３－７２９７

○第１５回日本循環薬理学会　　当番幹事　玉置俊晃
　日　時：　平成１７年１１月２５日（金）
　会　場：　徳島大学　蔵本キャンパス　長井記念ホール
　問合先：　情報伝達薬理学分野　TEL：０８８－６３３－７０６１　FAX：０８８－６３３－７０６２

学 
会 
情 
報

●医学系 （単位：円）　

P.１４

●薬学系

●歯学系

　※学会情報を第一総務係へお寄せください。（～２００６年７月開催予定まで）

計平成１６年度平成１５年度平成１４年度平成１３年度平成１２年度区　　分

１,４１５,０９０,０００３３１,６００,０００３００,４２２,０００２５０,５２０,０００２４４,５３０,０００２８８,０１８,０００文部科学省科学研究費補助金

３５４,８５０,０００９７,５００,０００９２,７５０,０００８１,３００,０００７６,７００,０００６,６００,０００厚生労働省科学研究費補助金

1,７６９,９４０,０００４２９,１００,０００３９３,１７２,０００３３１,８２０,０００３２１,２３０,０００２９４,６１８,０００計

計平成１６年度平成１５年度平成１４年度平成１３年度平成１２年度区　　分

７４９,５１０,０００１１１,５００,０００１３１,７００,０００１７１,３７０,０００１５４,０００,０００１８０,９４０,０００文部科学省科学研究費補助金

１２,８５０,０００８,５００,０００１,０００,００００２,１００,０００１,２５０,０００厚生労働省科学研究費補助金

７６２,３６０,０００１２０,０００,０００１３２,７００,０００１７１,３７０,０００１５６,１００,０００１８２,１９０,０００計

計平成１６年度平成１５年度平成１４年度平成１３年度平成１２年度区　　分

４８３,７５０,０００８５,９５０,０００７５,３００,０００１２３,３００,０００８４,５００,０００１１４,７００,０００文部科学省科学研究費補助金

３,０００,０００００００３,０００,０００厚生労働省科学研究費補助金

４８６,７５０,０００８５,９５０,０００７５,３００,０００１２３,３００,０００８４,５００,０００１１７,７００,０００計




